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　【
歴
史
】
一
九
四
九
（
昭

和
二
十
四
）
年
に
守
山
小
学

校
か
ら
分
離
独
立
し
、
守
山

町
立
鳥
羽
見
小
学
校
と
し
て

開
校
。
平
成
三
十
年
度
に
開

校
七
十
周
年
を
迎
え
た
。

　【
特
色
】「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
支

え
ら
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩

む
学
校
」
と
大
萱
純
子
校
長
。

　登
校
の
見
守
り
活
動
や
帰

宅
時
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ

か
、
学
校
を
会
場
に
児
童
が

楽
し
く
体
験
し
て
学
ぶ
「
土

曜
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な

ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
の
人
々

が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
携
わ

り
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　【
取
り
組
み
】
「
目
を
輝

か
せ
て
学
ぶ
鳥
羽
見
っ
子
〜

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
視
点
を
重
視
し
た
授
業
づ

く
り
〜
」
を
学
校
教
育
努
力

点
と
し
た
取
り
組
み
は
三
年

目
を
迎
え
、
「
主
体
的
に
学

ぶ
力
」
の
育
成
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
生
活
目
標
が
「
と

び
た
つ

　鳥
羽
見
っ
子
」

と○
と
も
に
学
び

び○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ス
マ

イ
ル
と

た○
た
く
ま
し
い
体
と

つ○
つ
よ
い
絆
を
も
つ

鳥
羽
見
っ
子
―
の
合
言
葉
で

表
現
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　今
後
は
木
曜
朝
（
児
童
集

会
）
の
時
間
に
、
遊
び
な
ど

を
通
し
て
人
と
関
わ
る
力
を

養
う
活
動
「
鳥
羽
見
タ
イ

ム
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　【
校
長
先
生
か
ら
鳥
羽
見

小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
】
自
分
の
こ
と
も
周
り

の
人
の
こ
と
も
大
切
に
し
、

伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

鳥
羽
見
小
学
校

　鳥
羽
見
二
ノ
一
七
ノ
六

自分の周りの人も大切にし成長を

正門には地名・学校名由来の〝鳥

の羽〟オブジェが置かれている

　▽
安
部
武
夫
さ
ん
＝
長
栄

＝
の
投
稿
写
真
①

　食
べ
た
後
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
種
を
十
年
ほ
ど
前
に
植
え

た
ら
発
芽
し
、
一
昨
年
か
ら

開
花
・
結
実
。
こ
と
し
は
珍
し

い
形
の
実
が
取
れ
ま
し
た
。

　
　
　◇

　
　
　◇

　▽
国
島
清
さ
ん
＝
小
幡
太

田
＝
の
投
稿
写
真
②

　野
良
猫
の
親
子
愛
を
撮
っ

た
一
枚
―
。
こ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
人
間
が
持
て
ば
…
。

事
件
・
事
故
が
減
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　「
え
っ
⁉
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〞
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@du-net.ne.jp

＝
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

次
号
は
７
月
13
日(

土
曜)
に
発
行
し
ま
す

こ
と
し
も「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」

来
月
５
日
か

　
　ら

21
日
ま

　
　で

久
屋
大
通
公
園

が
い
づ
く
り
〞
が
目
的
。
四
十

五
回
目
の
こ
と
し
は
、
会
員
と

区
内
高
齢
者
福
祉
施
設
の
利
用

者
に
よ
る
手
工
芸
品
や
絵
画
、

写
真
な
ど
三
百
八
十
点
以
上
の

力
作
が
並
ん
だ
。

　「
本
格
的
な
作
品
ば
か
り
で

驚
い
た
」
や
「
見
て
い
て
楽
し

い
」
と
女
性
来
場
者
ら
。
ま
た

会
場
に
は
実
演
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
千
代
紙
と
厚
紙
に
よ

る
小
物
入
れ
作
り
な
ど
を
多
く

の
人
が
体
験
し
て
い
た
。

　同
会
の
梅
村
利
昭
会
長
は

「
仲
間
が
増
え
れ
ば
、
会
話
が

増
え
て
輪
も
広
が
る
。
元
気
で

過
ご
す
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。
入
会
方
法
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
（
区
役
所
福
祉
課
）
＝

☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４
６
０

７
＝
へ
。

　ビ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
「
名
古
屋

オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
２
０

１
９
」
（
東
海
テ
レ
ビ
放
送
、

中
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
が
七

月
五
日
（
金
）
―
二
十
一
日

（
日
）
、
久
屋
大
通
公
園
＝
中

区
栄
三
＝
で
開
か
れ
る
。

　ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
二

百
年
以
上
続
い
て
い
る
世
界
最

大
の
ビ
ー
ル
祭
り
「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」
。
名
古
屋
は

九
回
目
で
、
ド
イ
ツ
の
醸
造
所

か
ら
直
送
さ
れ
た
新
鮮
な
ビ
ー

ル
や
ワ
イ
ン
の
ほ
か
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
と
い
っ
た
郷
土
料
理
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
楽
団

が
来
日
し
、
音
楽
と
人
の
触
れ

合
い
を
含
め
た
異
文
化
体
験
も

楽
し
め
、
本
場
さ
な
が
ら
。
そ

の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　入
場
無
料
、
飲
食
は
有
料
。

平
日
＝
午
後
三
時
―
同
九
時
、

土
日
祝
＝
午
前
十
一
時
―
午
後

九
時
。
雨
天
開
催
。
問
い
合
わ

せ
は
東
海
テ
レ
ビ
放
送
事
業
部

＝
☎
０
５
２
（
９
５
４
）
１
１

０
７
（
平
日
、
午
前
十
時
―
午

後
六
時
）
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　「
名
古
屋
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ

ェ
ス
ト
」
会
場
で
使
用
で
き
る

五
百
円
券
を
本
紙
読
者
五
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ

ェ
ス
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
二
十
六
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も

っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

本
場
さ
な
が
ら
…
名
古
屋
オ
ク
ト
ー

バ
ー
フ
ェ
ス
ト
＝
過
去
の
様
子

　い
ろ
い
ろ
な
春
―
。
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝
上
志
段
味

東
谷
＝
が
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
作
品
を
募
集
し
た
「
東
谷

山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
春

　写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
者
が
、

こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。

娘
の
光
渚
さ
ん
は
３
年
連
続

　〝
梅
や
桃
な
ど
の
花
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
春
が
（
同
園

内
に
）
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
〞
と
毎
年
催
し
て
い
る
も

の
。
以
前
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の

み
だ
っ
た
テ
ー
マ
を
広
げ
て
コ

ン
テ
ス
ト
の
名
称
も
変
更
し
、

こ
と
し
で
六
回
目
。

　今
回
の
応
募
は
県
内
外
在
住

の
八
歳
か
ら
八
十
八
歳
ま
で
、

百
三
十
四
人
に
よ
る
三
百
三

点
。
中
日
新
聞
社
や
中
日
写
真

協
会
ほ
か
の
審
査
で
最
優
秀
賞

一
点
・
優
秀
賞
三
点
・
入
選
二

十
点
が
選
ば
れ
、
守
山
区
内
か

ら
は
二
人
が
入
選
と
な
っ
た
。

　三
年
連
続
入
賞
の
水
野
光
渚

さ
ん
（
苗
代
小
四
年
）
は
「
こ

と
し
は
ど
う
か
な
と
思
っ
て
い

た
か
ら
、
入
賞
で
き
て
う
れ
し

い
」
「
い
つ
も
決
ま
っ
た
場
所

か
ら
撮
る
け
ど
、
今
回
は
ド
ー

ム
（
温
室
）
を
入
れ
る
こ
と
を

意
識
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　ま
た
、
父
親
の
陽
一
郎
さ
ん

五
〇
＝
菱
池
町
＝
も
入
賞
し
、

「
三
、
四
年
前
か
ら
毎
年
応
募

し
て
い
て
、
こ
と
し
や
っ
と
入

賞
で
き
た
」
「
娘
に
先
を
越
さ

れ
て
い
た
の
で
、
う
れ
し
さ
と

安あ

ん

ど堵
が
半
々
で
す
」
と
感
想
を

話
し
て
い
た
。

　※
写
真
紹
介
は
、
入
賞
者
で

地
元
関
係
分
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　六
十
年
近
く
に
わ
た
り
―
。

元
守
山
消
防
団
団
長
で
、
区
と

市
の
消
防
団
連
合
会
の
会
長
も

務
め
た
今
吉
恒
明
さ
ん
八
二
＝

城
南
町
＝
が
、
春
の
叙
勲
で
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
し
た
。

　長
年
に
わ
た
っ
て
国
民
の
命

や
財
産
を
火
災
と
い
っ
た
災
害

か
ら
守
り
、
消
防
力
の
強
化
・

充
実
な
ど
に
も
貢
献

し
た
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
。
こ
と
し
、

消
防
関
係
で
の
同
章

受
章
者
は
全
国
で
百

七
人
だ
っ
た
。

　今
吉
さ
ん
は
一
九

五
八
（
昭
和
三
十

三
）
年
、
父
親
の
勧

め
で
守
山
市
消
防
団

時
代
の
守
山
分
団
へ

入
団
。
自
営
業
の
傍

ら
活
動
を
続
け
、
八

九
（
平
成
元
）
年
に
は
守
山
消

防
団
の
団
長
に
任
命
。
九
八

（
同
十
）
年
か
ら
二
〇
一
八

（
同
三
十
）
年
の
退
団
ま
で
区

消
防
団
連
合
会
の
会
長
と
し
て

区
内
の
団
を
ま
と
め
た
ほ
か
、

市
消
防
団
連
合
会
会
長
を
二
〇

今
吉
恒
明
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章

60
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動

〇
六
（
同
十
八
）
年
か
ら
二
年

間
務
め
た
。

　六
十
年
近
く
も
続
け
た
活
動

に
つ
い
て
「
伊
勢
湾
台
風
の
後

の
応
援
で
南
区
方
面
へ
行
っ
た

時
、
壊
れ
た
家
屋
な
ど
を
見
て

『
こ
れ
は
大
変
だ
』
と
感
じ
、

無
我
夢
中
で
後
片
付
け
し
た
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
振
り

返
っ
た
今
吉
さ
ん
。

　ま
た
、
受
章
に
つ
い
て
「
こ

れ
は
偶
然
。
い
た
だ
け
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
、
「
人
や
地
域
の
た

め
に
何
か
で
き
た
ら
と
い
う
気

持
ち
が
全
て
だ
っ
た
」
と
付
け

加
え
て
い
た
。

〈
入
選
〉
水
野
光
渚
さ
ん
＝
菱
池
町
＝
「
七
色
の
春
」

〈
入
選
〉
水
野
陽
一
郎
さ
ん
＝
菱
池
町
＝
「
満
開
万
歳
」

日本消防会館＝東京都港区＝の檀上で受

章する今吉さん（名古屋市消防局提供）

　守
山
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
愛
称
・
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
守

山
）
主
催
の
「
趣
味
の
作
品

展
」
が
四
日
か
ら
四
日
間
、
守

山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂
で

開
か
れ
、
四
百
人
以
上
が
来
場

し
て
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
。

　同
会
は
区
内
四
十
五
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で
、
会
員
数

は
約
二
千
四
百
人
。
健
康
教
室

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
催
す

ほ
か
、
ク
ラ
ブ
単
位
で
は
地
域

清
掃
、
子
ど
も
の
見
守
り
と
い

っ
た
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　趣
味
の
作
品
展
は
、
発
表
の

場
を
設
け
る
こ
と
で
の
〝
生
き

多
く
の
人
が
訪
れ
、
「
こ
れ
、
す

て
き
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た

区
老
連「
趣
味
の
作
品
展
」に
４００
人
余

手
工
芸
品
や
絵
画
、写
真
な
ど
３８０
点
超

　つ
な
が
り
を
大
切
に
―
。

「
で
て
き
な
祭さ

い

」
（
中
日
新
聞

守
山
販
売
店
連
合
会
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
後
援
）
が
小
幡

緑
地
本
園
で
先
月
十
八
日

に
開
か
れ
、
家
族
連
れ
ら

約
六
百
人
が
来
場
し
た
。

　高
校
生
や
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
、
社
会
人
有

志
で
つ
く
る
同
祭
実
行
委

員
会
が
主
催
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、

心
豊
か
な
地
域
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
二
十
年
以

上
前
か
ら
催
し
て
い
る
。

　園
内
の
緑
の
中
、
二
㌔

と
五
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
く

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
百
五
十

人
以
上
が
参
加
。
中
国
の
ご
ま

団
子
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
ミ
ー
ゴ

レ
ン
な
ど
、
国
際
交
流
団
体
の

留
学
生
ら
に
よ
る
屋
台
も
並

び
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　ま
た
馬
頭
琴
演
奏
や
バ
ン
ブ

ー
ダ
ン
ス
な
ど
、
国
際
色
豊
か

な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
会
場
内
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
各
国
の
あ

い
さ
つ
を
学
ぶ
催
し
「
シ
ー
ル

ラ
リ
ー
」
も
行
わ
れ
、
あ
ち
こ

ち
で
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

　「
（
祭
り
を
）
た
だ
続
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
変
化
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
同
祭
実
行
委
員

長
の
小
池
征
司
さ
ん
四
二
。

「
い
ま
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が

り
、
広
が
っ
て
い
く
と
思
う
」

と
も
話
し
て
い
た
。

各国の出演者が登場するステー

ジが緑の中で繰り広げられた

い
ま
も
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
を
…

家
族
連
れ
な

　
　ど

６００
人
が「
で
て
き
な
祭
」満
喫


